
混構造１ H19告示593　四号 混構造１
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　対象：木造、組積造、補強コンクリートブロック造及Ｓ造のうち、２以上の構造を併用する建築物
　　　　又はこれらの構造のうち１以上の構造とＲＣ造、もしくはＳＲＣ造とを併用する建築物
　　　※第五号イからヘまで、第六号イ又はロに該当するものを除く

地階を除く階数≦３

高さ≦１３ｍ
軒高≦　９ｍ

延べ面積≦５００㎡

Σ2.5αＡw＋Σ0.7αＡc≧ＺＷＡi

構造計算適合性判定対象外

START

ＲＣ造orＳＲＣ造の部分あり

ＱD＝min｛ＱL＋nＱE，Ｑ0＋Ｑy｝

n＝1.5(耐震壁は2.0)以上による計算

設計方法がルート２(Fesを含む許容応力度等計算)or
ルート３(保有水平耐力計算)or限界耐力計算である。

新大臣認定プログラムを使用して計算している。(含むルート１)
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スパン≦６ｍ

Ｃ０≧０．３での検討
冷間成形角型鋼管による

応力割増含む

筋かい端部及び接合部の
破断防止

Ｓ造の部分あり


